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小平市下水道プラン（令和２年度末実績）の概要について 

 

１ 計画の概要 

 (1) 計画の位置づけ 

  市の長期総合計画に示される将来都市像を実現することを目的とするとともに、下水道事業をとり

まく環境及び市の下水道が抱える課題等を踏まえ、中・長期的な視点に立った市の下水道事業の

あり方（方向性）を示した下水道における総合的な計画 

 

 (2) 施策の体系 

  4 つの基本方針に対し、11 の施策を定め、再掲を含め 19 の取組みを実施 

 

 (3) 計画期間 

  平成 23 年度から令和 2年度までの 10 年間 

 （前期計画）平成 23 年度～平成 27年度 （後期計画）平成 28 年度～令和 2年度 

 

２ 重点施策における令和２年度末の実施状況 

重点施策 取組 

後期計画目標 令和２年度実績 

上段：単年度実績 

下段：累計 

備 考 評価 
目標 目標数値等 

施策Ⅱ-1 

 

浸水対策 

未整備地

区における

雨水管きょ

整備 

浸水被害歴

がある地区

の整備 

浸水被害歴

地区整備進

捗率：100% 

2.1％ 

・ 

累計：100％ 

(124.06ha/124.06ha) 

【R2 末実績 P.5、14】 

大沼町 1丁目、2丁

目、4丁目、花小金

井 5丁目 

（5 か所、整備面積

8.21ha（うち浸水被

害歴地区 2.49ha）） 

達成 

雨水管渠整

備率：21.1% 

1.3％ 

・ 

累計：21.8％ 

(142.4ha /654.6ha) 

施策Ⅱ-2 

 

地震対策 

下水道施

設 の 地震

対策 

避難所への

マンホールト

イレの設置 

避難所にお

けるマンホ

ールトイレ設

置率：100% 

0％ 

・ 

累計：100％ 

(38 箇所/38 箇所） 

【R2 末実績 P.6、16】 

令和２年度実績なし 

（平成 30 年度末目

標達成） 

達成 

施策Ⅱ-3 

 

施設の老

朽化対策 

計 画 的 な

点検・調査

の実施 

対策優先順

位が高い地

区の点検 ・

調査の実施 

点検・調査

延長：

105km 

23.8km 

・ 

累計：106.4％ 

(111.7km/105km) 

【R2 末実績 P.6、17】 

上水南処理分区 

（点検・調査延長

23.8km） 

達成 

施 設 の 長

寿命化 

事業計画※1

における選

定路線の長

寿命化対策 

鈴木処理分

区の長寿命

化対策達成

率：100% 

 

18.0％ 

・ 

累計：122.4％※2 

(4,250.6m/3,472m) 

【R2 末実績 P.6、18】 

学園東町、学園東町

1丁目・2 丁目・3 丁

目、学園西町 3丁

目、鈴木町 1丁目、 

（対策延長 626.2ｍ） 

達成 

※１ 下水道長寿命化計画。本計画の策定は、社会資本整備総合交付金制度における下水道長寿命化事業に対する国費交付

要件とされている。小平市では、鈴木処理分区について、平成２６年度及び平成２７年度の調査結果を踏まえ、下水道長寿

命化計画を策定し、平成２７年度末に国及び都に提出している（対策延長 3,472ｍ）。 

※２ 下水道長寿命化計画策定後の詳細設計の結果、一部の路線を修繕から改築に切り替えたことより、対策延長が増となった。 
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３ 各施策における令和２年度末の実施状況 

再掲を含め 19 の取組中 18 の取組について目標を達成 

［未達成1 施策Ⅰ-1汚水処理対策(1)土地区画整理事業や道路整備等の開発に併せた管きょ整備］ 

 

後期計画総括表（基本方針Ⅰ.環境に配慮したまちづくり） 

 
注１．★は下水道プラン計画初年度の平成 23 年度以前からの数値を含む累計 
注２．評価 達成：目標を達成したもの 未達成：目標を達成できなかったもの

施　　策

4 資源の有
効利用

(1)雨水貯留施設の
設置促進

【R2末実績P.4、12】

(2)下水道資源(再生
水、下水汚泥建設資
材等)の利用促進検
討等

【R2末実績P.4、12】

目
標

3 雨水浸透
対策

(1)雨水浸透施設の
設置促進

【R2末実績P.4、11】

目
標

2 合流式下
水道改善対
策

(1)雨水浸透施設の
設置

【R2末実績P.3、10】

目
標

関係各課等との連携による
設置促進

○新規公共施設への雨水貯留施設への設置を
実施しました。

※いずれも、資源の有効利用の観点から、ト
イレの洗浄及び散水等の中水道として利用し
ています。

雨水貯留施設
設置数

4件
（累計）

達成

目標
数値
等

新規公共施設への雨水貯留
施設の設置

東京都との連携による再生
水の利用継続
下水道工事への下水汚泥建
設資材の利用継続

○東京都との連携により野火止用水や玉川上
水等への再生水の送水を行っています。
○下水道管きょの築造工事に汚泥焼却灰を使
用した鉄筋コンクリート管を採用しました。
（平成25年度以降の鉄筋コンクリート管のう
ち、全てで汚泥焼却灰使用のものを利用して
います）

再生材使用率

100%

達成

目標
数値
等

再生材使用率：100％

目
標

関係各課等との連携による
設置促進

〇令和2年度末で、下水道課設置の雨水浸透

ますの設置浸透量117m3/hrを達成しました。
○その他、市民の皆様への雨水浸透ますの設
置費用の助成を行い、浸透施設の設置促進を
図っています。

浸透量

117m3/hr
（累計）

達成

目標
数値
等

下水道課雨水浸透施設
設置浸透量：

約117m3/hr

※1.17m3/hr×20基×5年

関係各課等との連携による
雨水浸透ますの設置

(2)未接続家屋の解
消（下水道への接続
依頼）

【R2末実績P.3、9】

○前期計画から継続した取り組みを実施し、
後期計画の目標設置基数を設置完了済みで
す。

雨水浸透ます
設置数

100基
（累計）

達成

目標
数値
等

下水道課雨水浸透ます
設置基数：100基
(H28～R2、年間20基程度)

達成

目標
数値
等

未水洗家屋の調査及び現状
分析
（H26末件数：745件）

目
標

下水道への接続促進
○長期不在で詳細が不明な家屋、水洗化され
ている可能性が高い家屋を中心に、戸別の聞
き取り調査及び排水設備の実態調査を実施し
ました。
○平成27年度末から0.7ポイント向上し、一
定の取り組み効果が見られます。
（令和２年度末：105件（221人））

水洗化率

99.9%★

（累計）

Ⅰ
　
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り

後期計画期間
（H28～Ｒ2）

目標

後期計画期間の
主な成果

令和2年度末
成果

評価

1 汚水処理
対策

(1)土地区画整理事
業や道路整備等の開
発に併せた管きょ整
備

【R2末実績P.3、9】

基
本
方
針

未達成

目標
数値
等

整備路線： ５路線

目
標

開発に併せた遅滞ない整備
○都道拡幅及び都市計画道路整備に伴う新設
管きょの設置を実施しました。
○後期整備予定としていた5路線中、2路線に
ついて整備が完了しました。また、計画策定
後に整備対象となった、土地区画整備事業１
路線を実施しました。

整備路線

３路線
（累計）

システムの継続的な活用

〇既存のシステムを廃止し、タッチパネル方
式で閲覧できる新規下水道台帳システムの構
築と、自由に印刷できる課金機を設置しまし
た。
〇新規下水道台帳システムの機能として、イ
ンターネット閲覧を併せて構築し、閲覧者の
利便性を図るとともに、長寿命化対策等の管
路調査、改築工事、修繕などのデータの取り
込みや、台帳データの更新等を職員が容易に
できるシステムを構築しました。

管路調査成果の
取り込みが可能
な、新システム
の構築完了
（H30）

達成

目標
数値
等

管路調査成果の取り込み
（システム機能拡充）

5 施設の適
正管理

(1)下水道台帳（電
子化）等による施設
管理

【R2末実績P.4、13】

目
標

(2)管きょのつま
り、臭気対策の実施

【R2末実績P.4、13】

目
標

下水道への排出に対するPR
及び定期的な点検の実施

○市報やホームページ等によるＰＲ（油・
断・快適！下水道）を実施しました。
〇これまでラード詰まりのあった店舗及び詰
まりの可能性のある店舗について、公共汚水
ます、排水設備及び周辺のマンホールの点検
を行うとともに、各店舗にラード処理に関す
る定期的な清掃を依頼しました。

PR・点検等
実施回数

H28：6回
H29：4回
H30：6回
R元：6回
R2 ：7回

達成

目標
数値
等

PR実施回数：3回／年
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後期計画総括表（基本方針Ⅱ.安心して暮らせるまちづくり） 

 
注１．★は下水道プラン計画初年度の平成 23 年度以前からの数値を含む累計 
注２．評価 達成：目標を達成したもの 未達成：目標を達成できなかったもの

3 施設の老
朽化対策

(1)計画的な点検・
調査の実施

【R2末実績P.6、17】

達成

目標
数値
等

長寿命化対策達成率
：100％
（事業計画対象路線）

〇平成25年度に策定した小平市下水道長寿命
化基本構想に基づき、平成26年度から老朽化
対策を目的とした下水道管路施設の点検・調
査を実施しました。
〇令和２年度は、令和元年に策定した小平市
下水道ストックマネジメント実施方針に基づ
き、次期対策区域内において下水道管路施設
の点検・調査を実施しました。
〇平成28年度から令和２年度までの累計延長
で111.7kmとなりました。

点検・調査延長

111.7km★

H28：25.9km
H29：21.3km
H30：12.5km
R元：28.2km
R2 ：23.8km

達成

目標
数値
等

点検・調査延長：105km
(H28～R2)

事業計画における選定路
線の長寿命化対策

〇平成27年度に策定した、鈴木処理分区の長
寿命化計画（計画期間：H28～R2、対策延
長：3,471.9m）に基づき、平成28年度から鈴
木処理分区の対策工事に着手しました。
〇令和２年度までに、4,250.6mの改築工事を
完了しました。

※下水道長寿命化計画策定後の詳細検討の結
果、一部の路線を修繕から改築に切り替えた
ことより、対策延長が増となりました。

長寿命化対策達
成率

122.4%★

（累計）

目
標

目標
数値
等

水防訓練等の実施回数
：3回/年

浸水被害歴地区
整備進捗率

100%★

（累計）

雨水管きょ整備
率

21.8%★

（累計）

―

水防演習等の実
施回数

H28：3回
H29：4回
H30：4回
R元：2回
R2 ：4回

○流出抑制施設に係わる関係各課との連携の
もと、雨水貯留施設及び浸透施設の設置を促
進しています。（Ⅰ-2 合流下水道の改善対
策、Ⅰ-3 雨水浸透対策、Ⅰ-4 資源の有効利
用に同じ）

〇令和２年度末までに浸水被害地区における
管きょ整備が完了しました。
〇分流区域全体の目標については、令和２年
度末で21.8％となり、後期目標の21.1％を上
回りました。

後期計画期間
（H28～Ｒ2）

目標

後期計画期間の
主な成果

令和2年度末
成果

評価

基
本
方
針

施　　策

Ⅱ
　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

1 浸水対策 (1)未整備地区にお
ける雨水管きょ整備

【R2末実績P.5、14】

目
標

浸水被害歴がある地区の
整備

(2)雨水貯留・浸透
施設の設置促進

【R2末実績P.5、15】

目
標

関係各課等との連携によ
る設置促進

2 地震対策 下水道施設の地震対
策

【R2末実績P.6、16】

目
標

避難所へのマンホールト
イレの設置

(3)市民等との連携
（被害軽減に対する
取り組み）

【R2末実績P.5、15】

目
標

関係各課等との連携によ
る浸水に対する情報提供
や水防演習等の継続的な
実施

対策優先順位が高い地区
の点検・調査の実施

(2)施設の長寿命化

【R2末実績P.6、18】

目
標

達成

目標
数値
等

浸水被害歴地区
整備進捗率：100%

（雨水管きょ整備率
：21.1％）

達成

○関係各課等との連携による浸水に対する情
報提供や水防演習等を実施しました。

※令和元年度は、台風19号の影響で、応急給
水訓練が中止となりました。

達成

○避難所３８箇所にマンホールトイレ３１４
基を設置しました。
〇平成26年度～平成30年度の5年度で、市内
の全避難所39か所への災害用マンホールトイ
レ設置完了を目指す（後期計画期間では28か
所設置予定）。

※平成30年度設置予定であった小川西町公民
館については、公共施設再編の基本計画の方
針（令和元年度）により、設置の可能性が無
くなったことから、設置可能な施設は全て完
了し目標を達成しました。

マンホールトイ
レ設置率

100%★

（累計）

達成

目標
数値
等

避難所におけるマンホー
ルトイレ設置率：100%

重点施策

重点施策

重点施策
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後期計画総括表（基本方針Ⅲ.環境意識が高いまちづくり 基本方針Ⅳ.下水道経営基盤の強化） 

 
注１．★は下水道プラン計画初年度の平成 23 年度以前からの数値を含む累計 
注２．評価 達成：目標を達成したもの 未達成：目標を達成できなかったもの 

評価

基
本
方
針

施　　策
後期計画期間
（H28～Ｒ2）

目標

後期計画期間の
主な成果

令和2年度末
成果

1 環境学習
の継続

(1)環境に対する情
報発信及び市民意見
聴取

【R2末実績P.7、19】

目
標

下水道事業への取り組み
についてのＰＲの促進及
び市民意見聴取

○イベント・展示情報等について、「ふれあ
い下水道館」ホームページにて情報発信を実
施しました。
○東京開催の下水道展において、ブースを出
展し、市の下水道事業に対してＰＲを行いま
した。

ホームページ
への掲載回数

H28：40回
H29：50回
H30：43回
R元：41回
R2.：24回

達成

目標
数値
等

ホームページによる下水
道事業、イベント・展示
情報等の情報発信
：24回/年

達成

目標
数値
等

イベント等の開催回数
：24回/年

Ⅳ
　
下
水
道
経
営
基
盤
の
強
化

1 経営の効
率・健全化

(1)計画的な財政運
営

【R2末実績P.8、20】

目
標

中長期的財政見通しに基
づいた計画的な財政運営

○経営課題の整理・財政シミュレーションに
ついて検討を行い、令和２年度末に今度10年
間の経営方針を示す「経営戦略」を策定しま
した。

(2)｢ふれあい下水道
館｣の活用

【R2末実績P.7、19】

目
標

イベントの開催や展示の
実施

○「ふれあい下水道館」において、各種イベ
ント・展示や学習講座、特別講話会を実施し
ました。
○ふれあい下水道館については、令和元年度
に来館者数50万人を達成したところであり、
多くの方に来館していただいています。

※令和2年度は、4月から7月まで新型コロナ
感染拡大防止のため、各種イベント等を中止
しました。

イベント等開催
回数

H28：40回
H29：40回
H30：46回
R元：47回
R2 ：25回

《参考》
来館者数

H28：20,775人
H29：19,815人
H30：23,080人
R元：22,141人
R2.：15,590人

Ⅲ
　
環
境
意
識
が
高
い
ま
ち
づ
く
り

経営戦略策定
（R2）

達成

目標
数値
等

経営戦略の策定

達成
目標
数値
等

平成28年度より移行準備
令和2年４月までに移行

2 収入の適
正化

(1)未接続家屋の解
消（下水道への接続
依頼）
（再掲）

【R2末実績P.8、21】

目
標

下水道への接続促進によ
る下水道使用料収入の増
加

○長期不在で詳細が不明な家屋、水洗化され
ている可能性が高い家屋を中心に、戸別の聞
き取り調査及び排水設備の実態調査を実施し
ました。
○平成27年度末から0.7ポイント向上し、一
定の取り組み効果が見られます。
（令和２年度末：105件（221人））

水洗化率

99.9%★

（累計）

(2)公営企業会計へ
の移行検討

【R2末実績P.8、20】

目
標

公営企業会計への移行
〇地方公営企業法適用に伴い、必要となる条
例・規則の制定及び改正等を行いました。
〇公営企業会計に係る新たな財務会計システ
ムを構築し、令和元年度及び令和２年度の予
算編成及び予算執行を行いました。

移行完了
（R1）

(2)将来的な収支の
見通しを踏まえた下
水道使用料金の検証

【R2末実績P.8、21】

達成

目標
数値
等

未水洗家屋の調査及び現
状分析
（H26末件数：745件）

達成

目
標

収支改善による経営回収
率（汚水処理費回収率）
の向上

○引き続き、下水道事業債の償還額の減少
（汚水処理費の減少）により、経費回収率
（汚水処理費回収率）を100％以上維持して
います。

経費回収率
(汚水処理費回収

率)

126.6%★
目標
数値
等

経費回収率（汚水処理費
回収率）
：100％以上を維持


